

















































































                ：  →自己の忘却                       |  →自己自身への繋縛 ⇒存在論的孤独 
             （自己 soi）                        自己 soi 
                 ：                                        : 




























































































【図３】               
    自我 moi ―――― 相対的他者  （⇒他者の同化、依存と独立のアンビヴァレントな関係性） 
           ：                   
        自己 soi  ―――― 絶対的他者  （⇒同-の中の-他、歓待の関係性）  
           ：                                        
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